
 

 

  

 

基本構想 

第 2編 

まちの将来像を実現するためのまちづくりの基本目標の実践に向け、さまざまな取り

組みを推進していくためには、鯖江市の人口や経済が今後どのように推移していくの

か、できるだけ具体的で客観的な見通しを持つことが必要となります。 

そこで、各種の統計データ等をもとに将来の姿を数値で点検し、新しい鯖江市を築く

足がかりとします。なお、わが国の社会情勢は大きな転換期にあり、流動的な要素が多

いことから、これまでの知識や経験では予測できない変化も考えられますので、これら

の数値はある程度の幅を持って解釈し、柔軟に対処していくことが必要となります。 

第 1節 人口と世帯数の見通し 

［資料：国勢調査］ 

＊ Ｈ27、Ｈ32、Ｈ37 の値は、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計値を活用しました。 
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第 2章 将来推計 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総人口】 

少子化の進行や急速な高齢化等の影響により、わが国における人口増加の傾向はすでに

終焉を迎え、長期にわたる人口減少過程に突入したと推計されています。実際、福井県の

人口も全国的な傾向と同様に、平成 12年以降毎年減少してきています。 

こうした中、県内では唯一鯖江市だけが人口増加し続けてきました。 

しかしながら、本市においても平成 22 年をピークとして、徐々に人口が微減していくと

予想されます。 
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［資料：国勢調査］ 

＊ 将来の世帯規模は、昭和 60 年から平成 22 年までの実績値を基に推計しました。将来の世帯数は、人口フレーム

を将来の世帯規模により設定した将来世帯規模で除して算出しました。 
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＊ＨH2、Ｈ7、Ｈ12、Ｈ22 の総人口は年齢区分不詳を含みます。               ［資料：国勢調査］ 

＊Ｈ27、Ｈ32、Ｈ37 の値は、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計値を活用しました。 
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【年齢区分別人口】 

年少人口（0～14歳）は、平成
22 年までは微増状態でしたが、
平成 27年以降は少子化の進行等
の影響により徐々に減少してい
くと予想されます。 
また、生産年齢人口（15～64

歳）も平成 17年をピークとして、
徐々に減少していくと予想され
ます。 
一方、老年人口（65 歳以上）

はこれまで以上に増加し続け
て、平成 37 年には総人口に対す
る構成比が 29.0％に達するもの
と予想され、本市においても本
格的な高齢社会を迎えることに
なります。 

【世帯数・世帯規模】 

総人口および世帯数が微減傾

向に転じる中、一世帯あたりの

人員も減少し続けていくと予想

されます。 



第 2節 経済の見通し 

 

 

  

 

基本構想 

第 2編 
基本理念＿豊かさへの創造 

14 

［資料：国勢調査］ 

＊ 将来の就業率（15 歳以上人口に対する就業者数の比率）は、昭和 60 年から平成 22 年までの実績値を基に推計しました。

将来の就業人口は、将来の 15 歳以上人口（年齢区分別人口の値）に設定した将来の就業率を乗じるなどして算出しました。 

（単位：人） 

総就業者
数 第 1次産業 

第 2次産業 

第 3次産業 

推 計 

Ｈ37 Ｈ32 Ｈ27 Ｈ22 Ｈ17 Ｈ12 Ｈ7 Ｈ2 
 

実 績 

33,173 34,983 35,125 34,825 33,848 30,943 31,673 32,542 

580 627 625 941 1,063 579 594 593 

13,625 15,562 17,711 18,253 18,959 12,483 12,784 13,147 

18,968 18,794 16,789 15,631 13,826 18,295 18,802 17,881 

［資料：北陸農政局］ 

＊ 数値については、市町村単位の統計データの発表が廃止されたため、平成 21 年度時点での数値となっています。 

＊ 将来の農業粗生産額は、昭和 60 年から平成 18 年までの実績値を平成 17 年デフレーターにより補正し、その補正値を

基に推計しました。 

＊ 物価上昇による名目上の増加分を除去して実質的な動きを算定することをデフレーティングといい、その時の価格上

昇を表す指標をデフレーターと呼びます。 

（単位：億円） 
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【就業人口】 

総就業者数は平成 12年をピーク

に微減傾向に移りましたが、今後

は総人口の微減および年少人口の

減少と老年人口の増加等の背景も

あって、更に大幅に減少していく

と予想されます。 

産業別では第 1 次産業がこれま

でと同様に微減し、第 2 次産業は

これまで以上に減少していくと予

想されます。第 3 次産業にいたっ

ては、平成 22年度まで増加傾向を

示していましたが、今後は減少傾

向に転じるものと予想されます。 

【農業粗生産額】 

農業粗生産額については、市

町村単位の統計データの発表が

廃止されたため、推計が困難と

なっていますが、今後も経営耕

地面積の減少や農地の宅地化、

就業者の高齢化等により、減少

するものと予想されます。 
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［資料：商業統計調査］ 

＊ 将来の商品販売額は、昭和 60 年から平成 22 年までの実績値を平成 22 年デフレーターにより補正し、その補正値を基に推計しました。

なお、卸小売販売額については、消費者が日常購入する商品の価格の動きをみる物価指数である消費者物価指数により推計しています。 
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（単位：億円） 

［資料：工業統計調査］ 

＊ 従業者 4 人以上の事業所における将来の製造品出荷額等は、昭和 60 年から平成 22 年までの実績値を平成 22 年デ

フレーターにより補正し、その補正値を基に推計しました。なお、企業間で取引される商品の価格に焦点を当て

た物価指数である国内企業物価指数により推計しています。 

（単位：億円） 
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【製造品出荷額等】 

製造品出荷額等は平成 4 年ま

で順調に増加していましたが、

平成 5年から平成 12年までは停

滞傾向が続き、平成 13年からは

減少傾向に転じました。今後も

減少傾向に転じていくと予想さ

れます。 

【商品販売額】 

近年、商品販売額は 1,200 億

円～1,400 億円前後で推移して

いましたが、今後も 1,300 億円

弱で推移するものと予想されま

す。 


